
 
 

NPO 横断型基幹科学技術研究団体連合 
2012 年度 第 5 回理事会 議事録抄録 

 
日時：2012 年 12 月 17 日（月）15：00 ～ 17：00 
場所：統数研八重洲サテライトオフィス（八重洲ダイビル 104、105 室） 
出席者（敬称略、順不同）： 
理事：出口光一郎、田村義保、安岡善文、池上敦子、板倉宏昭、上野元治、大場允晶、舩橋誠壽、乾正知、 

長田洋、岸野文郎、木野泰伸、玉置久、本多敏、矢入郁子（計 15 名） 
評議提出理事：青木和夫、田中秀幸、寺野隆雄、平井成興、松岡由幸、渡辺美智子、庄司裕子（計 7 名） 
事務局：舩橋誠壽、池田理香 

議事： 
Ⅰ．理事会成立の確認：理事総数 23 名、出席者 22 名（内評議提出 7 名） 
Ⅱ．議事録署名人の指名 
  議事録署名人：出口会長（議長）、田村副会長、安岡副会長 
Ⅲ．前回（2012 年度第 4 回）議事録案および抄録案の承認 
Ⅳ．2012 年度第 4 回運営会議議事録参照 
Ⅴ．審議事項・報告事項他 
 
A 審議事項  
A-1 2012 年度会長懇談会後の対応について 
・会長懇談会の事前アンケートと当日議論を元に、横幹連合 10 年の振り返りと今後の活動方向についてまと

めた。これまでの評価は、横幹理念の理解と共有があるも、具体的な成果が見えにくいというものであり、

これからは、会員学会間での相乗的発展・深化、会員学会外との連携と活動の周知とし、2013 年度総会での

発表に向けてさらに検討することとし、承認した。 
A-2 2012 年度木村賞選考状況について 
・シンポジウムの発表論文より 2 件を対象とすることを想定するに至ったが、審査委員会でよく審議して結論

を出すとの報告があった。 
A-3 第 5 回横幹コンファレンスについて 
・日時：2013 年 11 月 16 日（土）、17 日（日）で確定。テーマ：「異分野の新統合と知の創造」とする。共催

は、香川大学、横幹技術協議会、後援は、(財)高松コンベンション・ビューローから受ける。 
A-4 横幹技術協議会との連携について 
・協議会からは、スマートシティへの取組みへの連携が求められおり、横幹シンポジウム等で対応に努めてい

るが、加えて、協議会会長から、海水淡水化について検討も求められており、これに対応することとした。 
A-5 品質管理学会協賛依頼 
・全会一致で承認した 
B 報告事項 
B-1 各委員会からの報告 
(1) 企画・事業委員会からは、第 4 回シンポジウムについて、参加者、会計のまとめ報告があった。 
(2) 総務・会員委員会からは、2013 年度理事推薦状況の報告があった。 
(3)学術・国際委員からは、JST-CRDS から、システムイノベーションのための課題の発掘調査について、横幹

連合関連のシステム科学研究者に依頼があったとの報告があった。 
(4)産学連携委員会からは、シンポジウム企画セッションの反省、フォーラム準備、協議会への対応検討を行っ

たとの報告があった。 
(5)広報・出版委員会からは、広報のあり方につい議論したとの報告があった。 
(6)会誌編集委員会からは、Vol.7、No.1 は、10 周年企画を中心とし、原稿を依頼中、Vol.7、No.2 は、ミニ特

集として経済物理学の先生へお願いしたとの報告があった。 
以上 


